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1,255名（9 月 1 日現在） （9 月 1 日現在）107,372名

　

日
頃
診
療
し
て

い
て
疑
問
に
思
う

こ
と
が
あ
る
。
歯

石
除
去
の
点
数
に

つ
い
て
で
あ
る
。

３
分
の
１
顎
に
つ

き
72
点
な
の
に
、
同
時
に
３
分

の
１
顎
を
超
え
て
行
っ
た
場

合
は
、
３
分
の
１
顎
を
増
す
ご

と
に
、
38
点
を
所
定
点
数
に

加
算
す
る
と
あ
る
。
つ
ま
り

３
分
の
２
顎
を
同
時
に
行
う

と
72
点
の
２
倍
の
１
４
４
点

で
は
な
く
、
１
１
０
点
な
の

で
あ
る
。
何
故
同
時
に
行
う

と
点
数
が
下
が
る
の
だ
ろ
う

か
？
▼
こ
れ
と
似
た
よ
う
な

こ
と
だ
が
、
歯
周
病
検
査
も

一
月
以
内
に
２
回
以
上
行
っ

た
検
査
に
つ
い
て
は
所
定
点

数
の
半
分
に
な
っ
て
し
ま
う
。

歯
石
除
去
も
歯
周
病
検
査
も

や
る
こ
と
は
同
じ
な
の
に
、

何
故
減
額
さ
れ
る
の
だ
ろ
う

か
？
こ
れ
ら
の
こ
と
に
医
学

的
な
根
拠
は
あ
る
の
だ
ろ
う

か
？
ま
た
、
補
綴
物
維
持
管
理

料
の
ル
ー
ル
も
お
か
し
な
と

こ
ろ
が
あ
る
。
補
綴
し
た
歯

や
装
着
し
た
補
綴
物
自
体
が

ダ
メ
に
な
っ
て
２
年
以
内
に

や
り
直
す
の
な
ら
納
得
も
い

く
が
、
例
え
ば
そ
の
隣
在
歯

が
抜
歯
に
な
っ
た
時
な
ど
で
、

補
綴
物
維
持
管
理
料
を
算
定

し
た
歯
を
含
め
た
補
綴
は
全

て
算
定
で
き
な
い
ル
ー
ル
は

お
か
し
い
と
し
か
思
え
な
い
。

さ
ら
に
い
つ
か
ら
か
導
入
さ

れ
た
同
一
部
位
の
処
置
は
主

た
る
処
置
を
算
定
す
る
ル
ー

ル
も
、
違
う
処
置
を
し
た
な

ら
ば
同
一
部
位
に
か
か
わ
ら

ず
算
定
出
来
る
べ
き
だ
と
思

う
の
は
私
だ
け
な
の
で
し
ょ

う
か
？
▼
医
療
費
を
抑
え
る

た
め
の
政
策
な
の
で
し
ょ
う

が
、
誰
も
が
納
得
の
い
く
ル
ー

ル
作
り
を
し
て
欲
し
い
も
の

で
す
。　
　
　
　

   （
T
・
I
）

〈
主
な
記
事
〉

二　　面：主張「言葉の重要性について」、新型コロナウイルスの医療機関への影響調査など
三　　面：トラブル事件簿⑳、医師が選んだ医事紛争事例㉓など
四　　面：おごじょカフェ 24「有村スローン和子先生」、

2020 年度診療科別平均点数、指導の取扱い、マスコミ医療点描等
五　　面：未入会の先生方へ：協会のご案内
六　　面：会員訪問「大山正暢先生（歯科・鹿児島市）」、さつま狂句「余っ（アマ）」、

味めぐり「伊佐米膳」など

　皆様の中にはそもそも医師や歯科医師にはそれぞれ医師会、歯科

医師会という行政と密接なかかわりを持った実効性のある団体が存

在するのに保険医協会って？と感じている方もいらっしゃるでしょう。保険医協会は、医師と

歯科医師からなる団体です。医科と歯科、お互いの問題点を共通認識としてとらえることが

でき、より広い視野から効果的な提言や活動が可能となっていると思われます。又、特定の

政党を支持しているのではと思われている節もありますが、７月の知事選においては、すべて

の候補者に向けてアンケートを実施し、回答のあったものに関してはすべて原文のまま号外

の新聞として会員に配布を行いました。選挙において、これまでに特定の政党、候補者など

を推すことも一度もありません。あくまで施策に対して是々非々で対応しています。

　又、コロナウイルス感染拡大の中、精神的にも経営的にも不安な思いで過ごされている方

も多いと思います。このような生活は、まだまだ長く続きそうな状況で体調を崩してしまい長

期にわたり休養を余儀なくされてしまうケースも出てきてしまうと思われます。そのような際に

頼りになるのが、保険医休業保障共済保険です。５日間の免責期間はあるものの給付期間

500日を超えると少し削減されますが、最大730日間にわたり給付金を受けることができます。

もちろん今回のコロナ感染による休業にも対応しておりますので、一度、説明だけでもお聞き

いただければと思います。

保険医協会 入会のお薦め
副会長　坪水　良平

受診手控えによる重症化事例が報告! !
　更なる医療機関経営への影響も深刻

新型コロナウイルス感染拡大の影響に関するアンケート結果

※
今
号
は
未
入
会
の
先
生
へ
も
送
付
し
て
お

り
ま
す
。
入
会
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。（
５
面

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

鹿
児
島
県
保
険
医
協
会
は
、
日
常
診
療
、
経
営
と
生
活
、

国
民
医
療
を
守
る
保
険
医
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

鹿児島県保険医協会
HPはこちら

https://www.kahokyou.com

　この度、「鹿児島県保険医協会ホー
ムページ」を全面リニューアル致し
ました。
　今後も、内容の充実に努め、より
親しまれるホームページを目指して
参ります。ご活用ください。

ホームページリニューアル
のご案内

　本会は、６月末から７月にかけて「新型コロナ感染拡大の影響」に関して会員医療機
関（開業医）へ緊急アンケートを実施しました。これは、全国保険医団体連合会が行う
全国調査に則ったもので、前回の４月診療分調査に続き、５月診療分について実施した
ものです。
　調査結果から、患者さんの受診手控えによる重症化の事例が報告されるとともに、コ
ロナ感染拡大の影響が長引いていることにより、医療機関経営への影響も深刻になって
います。
　本アンケート結果を踏まえ、地域医療の確保・充実、医療機関の日常診療の維持、
改善に向けた取り組みを進めていきます。ご協力頂き、有難うございました。

◎調査期間：2020年6月22日～7月1日　　◎調査対象：鹿児島県保険医協会　開業医会員
◎調査方法：調査票を、FAX、メールにて送付し回収
◎調査数、回収率

調査数
全体 936

501
435

126
75
51

13.5%
15.0%
11.7%

医科
歯科

回収数 回収率

内科 精神科 皮膚科小児科 外科

歯科 口腔外科 小児歯科 矯正歯科

眼科整形外科 泌尿器科
44

49 22 40 23

１ ２ ２ ３ １ ２ ６

標榜科内訳

次頁へ

鹿 児 島 保 険 医 新 聞
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「
九
州
で
現
物
給
付
を
実
施
し
て
い
な
い
県
は

鹿
児
島
県
の
み
」に
、多
く
の
疑
問
が
出
さ
れ
る
！！

子
ど
も
医
療
助
成
制
度
に
関
し
て
マ
ス
コ
ミ
と
の
懇
談
会
（
６
／
26
・
鹿
児
島
市
）

　

九
州
で
子
ど
も
医
療
費
助

成
制
度
で
現
物
給
付
を
実
施

し
て
い
な
い
県
は
鹿
児
島
県

の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を

理
解
し
て
貰
う
為
に
マ
ス
コ

ミ
と
の
懇
談
会
を
行
っ
た
。

懇
談
会
で
は
坪
水
当
会
副
会

長
か
ら
子
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
に
つ
い
て
、
就
学
前
と

就
学
後
、
現
物
給
付
と
償
還

払
い
制
度
、
自
動
償
還
払
い

制
度
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。

　

鹿
児
島
県
で
は
平
成
19
年

３
月
か
ら
は
、
「
自
動
償
還

方
式
」
が
導
入
さ
れ
、
平
成

30
年
10
月
１
日
か
ら
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
小
学
校
入
学

前
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、

窓
口
負
担
を
な
く
す
制
度
が

始
ま
っ
た
。
全
国
で
は
、
子

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
対

象
年
齢
は
年
々
引
き
上
げ
ら

れ
、
２
０
１
７
年
に
は
「
中

学
生
ま
で
」
以
上
を
助
成
対

象
と
す
る
自
治
体
は
全
体
の

86
％
に
達
し
て
い
る
。
全
体

と
し
て
は
医
療
費
全
体
は
増

加
し
て
い
る
が
、
０
〜
19
歳

の
医
療
費
の
増
加
は
わ
ず
か

で
あ
る
。
統
計
的
に
は
子
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
が
拡
充

し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
コ
ン

ビ
ニ
受
診
が
増
え
る
訳
で
は

な
い
。

　

協
会
と
し
て
は
、
所
得
制

限
を
撤
廃
し
、
非
課
税
世
帯

に
限
ら
ず
、
速
や
か
な
「
現

物
給
付
」
方
式
の
導
入
と
国

に
よ
る
子
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
の
創
設
を
求
め
る
と
締

め
く
く
っ
た
。
講
演
後
の
マ

ス
コ
ミ
か
ら
の
意
見
と
し
て

は
、
市
町
村
が
給
付
方
式
を

決
め
ら
れ
る
の
か
。
コ
ン
ビ

１時間半に亘り、意見交換が行われた。

ニ
受
診
が
増
え
て
い
る
の
か

な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

理
事　
玉
江　
末
広



　
「
批
判
は
真

摯
に
受
け
止
め

る
」「
責
任
は

私
に
あ
る
」「
国

民
に
寄
り
添
っ

て
」
な
ど
が
口

癖
の
人
が
い

る
。
現
在
の
日
本
の
最
高

権
力
者
で
あ
る
。
言
葉
の

意
味
を
知
ら
な
い
の
か
も

知
れ
な
い
が
、
行
動
を
見

る
と
言
葉
に
全
く
誠
実
さ

が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

今
年
の
平
和
祈
念
式
典
の

挨
拶
文
が
広
島
と
長
崎
の

地
名
を
変
え
た
だ
け
だ
っ

た
こ
と
が
話
題
に
な
っ

た
。
側
近
が
書
い
た
も

の
を
読
ん
だ
だ
け
だ
か
ら

問
題
な
い
と
言
う
人
も
い

る
か
も
知
れ
な
い
が
、
自

分
の
判
断
で
内
容
の
変
更

も
で
き
る
の
だ
か
ら
国
民

を
馬
鹿
に
し
て
い
る
と
し

か
言
い
よ
う
が
な
い
。
ま

た
、
核
兵
器
の
な
い
世
界

と
恒
久
平
和
の
実
現
に
向

け
て
力
を
尽
く
す
と
言
い

な
が
ら
核
兵
器
禁
止
条
約

の
批
准
に
は
背
を
向
け
て

い
る
。

　

国
会
答
弁
は
忖
度
官
僚

が
書
い
た
原
稿
を
ひ
た
す

ら
読
む
だ
け
、
記
者
会
見

も
あ
ら
か
じ
め
受
け
て
い

た
質
問
の
答
え
を
プ
ロ
ン

プ
タ
ー
を
見
な
が
ら
読
む

だ
け
で
あ
る
。
一
説
に
よ

る
と
漢
字
に
は
フ
リ
ガ
ナ

が
つ
け
て
あ
る
と
の
こ

と
。
即
座
に
自
分
の
考
え

を
話
す
こ
と
が
で
き
な
い

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し

困
っ
た
こ
と
に
国
会
で
の

ヤ
ジ
だ
け
は
即
興
で
で
き

る
。
現
米
国
大
統
領
に
は

い
ろ
い
ろ
問
題
は
あ
る
が

自
分
の
言
葉
で
話
す
こ
と

が
で
き
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
問
題
で

国
民
が
大
変
な
目
に
あ
っ

て
い
る
の
に
、
野
党
が
提

案
す
る
臨
時
国
会
も
開
か

ず
、
抜
本
的
な
対
策
も
提

示
せ
ず
、
三
密
を
避
け
ろ
、

行
動
を
自
粛
し
ろ
と
し
か

言
わ
な
い
。
す
べ
て
国
民

の
自
己
責
任
で
す
ま
そ
う

と
し
て
い
る
。
自
分
の
言

葉
で
コ
ロ
ナ
対
策
を
国
民

に
語
り
か
け
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。

　

言
行
一
致
と
い
う
言
葉

が
あ
る
が
、
そ
れ
は
政
治

家
に
限
ら
ず
、
人
と
し
て

当
然
の
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
現
在
は
言
行
不

一
致
の
政
治
屋
が
多
す
ぎ

る
。
こ
の
よ
う
な
政
治
屋
を

選
挙
で
落
と
す
こ
と
が
最
重

要
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

最
後
に
首
相
辞
任
会
見

前
に
執
筆
し
た
こ
と
を
付

記
す
る
。

KAGOSHIMAKEN  HOKENI  KYOUKAI
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理
事
会
だ
よ
り

第
４
回　

定
例
理
事
会
概
要
（
７
／
30
・
木　

19
名
）

　

1
、
W
e
b
会
議
シ
ス
テ
ム
構
築

　

２
、  

一
泊
学
習
会
、
時
局
講
演
会
企
画

　

３
、
当
面
の
医
療
改
善
運
動
、
情
勢
討
議

　
　

・
保
団
連
理
事
会
報
告

　
　

・
当
面
の
医
療
改
善
運
動
、
情
勢
討
議

　

４
、
組
織
財
政
検
討
委
員
会
報
告

第
５
回　

定
例
理
事
会
概
要
（
８
／
27
・
木　

14
名
）

　

1
、
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険
シ
ェ
ア
変
更
の
考
え
方

　

２
、  

一
泊
学
習
会
企
画

　

３
、  

当
面
の
医
療
改
善
運
動
、
情
勢
討
議

　
　

・
保
団
連
政
策
部
会
報
告

　
　

・
当
面
の
医
療
改
善
運
動
、
情
勢
討
議

会
員
訃
報

 

　

奥
村
　
晃
久
先
生
（
医
科
・
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

７
月
28
日
　
享
年
79
歳

 

　

福
山
　
茂
雄
先
生
（
医
科
・
和
泊
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

８
月
11
日
　
享
年
95
歳
　

 

　
　 

　
　
　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

患者さんの受診手控え、患者さんの口腔状況等悪化等、お気づきの点、お困りの点
・子宮がん検診等の、不要不急の目的での診療は減少している印象。（50 代・診療所・産婦）
・前年と比べるとほとんど変わりないが、COVID19 流行前と比較すると明らかに 1 割程度減少。（40 代・診療
所・眼科）
・自覚がなく突然やってくる熱発の人には困る。診療台で初めて熱があることを言う。世間の情報に疎い人が
いる。（70 代・診療所・内科）
・電話での内服処方希望が数例あり。手洗い励行、マスク着用、外出自粛で風邪の患者さんがほとんどいなかっ
たのも患者減の一因と思われる。（60 代・診療所・内科）
・胸痛や呼吸苦があっても受診せずに控え、心筋梗塞への進行が疑われる症例があった。（60 代・診療所・内科）
・特に遠方の方が受診を控える傾向があり、症状が悪化したり、遷延したりしている。（50 代・診療所・耳鼻）
・入院時に重症化している症例があり、入院が長期化し、それにより入院の回転率が下がった。（70 代・病院・内科）
・メンテナンスの患者が減ったが、あまり影響はないと思う。訪問診療に行けないのがマイナスである。（60 代・
歯科）
・通常は定期メンテナンスの患者に電話で受診予約を取ってきたが、自主的に中断されている方には電話しに
くくなった。（40 代・歯科）
・コロナが怖いので、歯医者にはいきたくないと言う声をよく聞いた。（60 代・歯科）
・老人がほとんどで、家族から外出を控えるように言われている。（60 代・歯科）
・乳幼児の歯科検診の受診控えがみられる。また定期的口腔ケアができず、歯周疾患が重症化している症例も
みられる。（60 代・歯科）
・年配の方や報道を見て、歯科医院には行ってはいけないと思って来なかったと。特にメンテナンスで通って
いた方々がそのような傾向だった。（50 代・歯科）
・しばらく受診をためらっていた患者さんが今悪化して来院しているケースがある。（50 代・歯科）
・定期的にメンテナンスを行い安定していた患者が、今回３〜６ヶ月来院されず急性症状を訴え来院されるケー
スが２〜３例見受けられた。高齢者は未だにメンテ
ナンスに来られていない方が数名おられる。（50 代・
歯科）
・患者さんの方からの受診手控えはほとんどなかっ
たが、こちらの方から定期健診など先に延ばして支
障のないものは２か月ほど延長させてもらった。待
合室の 3 密を防ぐのが目的である。（50 代・歯科）
・考えられる感染対策を徹底して行った。今もまだ
行っている。診療に対して患者さんが今までよりも
かなり感謝してくださり、お帰りの際のおじぎ等は
コロナ以前より皆さまかなり丁寧にして頂き、こち
らこそ感謝している。（50 代・歯科）

言
葉
の
重
要
性
に
つ
い
て

※新型コロナウイルス感染拡大の影響に関するアンケート結果の続きです。

５.

▽コロナ感染拡大に伴う診療対応や感染防止対策▽医院経営、スタッフの雇用▽医
療機関・従事者への偏見・風評被害―などでの不安やお困りごと、その他、行政へ
の要請、保険医協会・医会、保団連へのご要望等がありましたらご記入ください
・マスクやエタノールなど、病院が困った際に速やかに対応して欲しい。（50 代・診
療所・精神科）
・医療機関に対し、感染防止となるマスク、消毒液、防護服等が不足とならないよう
にして欲しい。（50 代・診療所・眼科）
・万一、医師・職員・及び患者さんが感染した場合の対応。休診、経営悪化、風評被
害が心配。（70 代・診療所・内科）
・検査の広範囲利用がまだなので、唾液による診断方法を早めに現場へ。（60 代・診
療所・内科）
・職員の解雇も検討しなければならないほどの影響。（50 代・診療所・耳鼻）
・感染予防の為のグッズ（マスク・アルコール消毒液・防護服）の供給をお願いした
い。（70 代・診療所・内科）
・医療従事者、職員に対する防護服等の購入に対して、補助して欲しい。（60 代・診
療所・内科）
・感染を疑って受診した患者は、診察を別にした上で診察後自宅待機とし、3、5 日
目に連絡を取り、症状に応じ対応を行っている。発熱者が救急搬送され県外だった
ことから、緊急の PCR 検査を行い結果が出るまで防護服のまま 6 時間救急外来をス
トップした。施設への訪問診療時、「感染する」と言われ浴室、脱衣場で診察をさせ
られた。（70 代・病院・内科）
・透析患者の移動、転院等がなかなかできない。職員がコロナストレスで辞める人が
いる。落ち着くまで休むなど。給与・ボーナスも多くやりたいが、資金繰りが難しい。
外来部門、検査部門が下がったという形であるため、法人全体でみると助成金対象
にならないので困る。（60 代・診療所・小児科）
・コロナによる診療報酬減少分を、一部でもいいので手当して頂けると有難い。（50
代・病院）
・前年度の収入より落ち込んでいる医院は、前年度分の収入を保障して欲しい。マス
ク、アルコールなど医薬品は、未だに不足の状態が続いている。せめて十分確保で
きる状態でないと、感染拡大の予防は困難と思われる。（50 代・歯科）
・不要不急の治療を控えるようにと広報されることは悪いとは思わないが、中には必
要なメンテナンスがないと急激に悪化の恐れの患者さんがいるので注意がいる。（50
代・歯科）
・グローブやマスク等の金額が高くなっているため、備品代がかかってしまう。患者
数に大幅な減はないが、備品代がかかってしまうことで、全体的な収入が下がって
しまうのではないかと心配になる。歯科医院にも国から給付があれば心強い。（20
～ 30 代・歯科）
・都会や患者の多いところと、寒村（特に過疎地～老人の多い）とは状況が違う。廃
院を考えている。（60 代）
・感染予防グッズ等の品薄が少しずつ改善されてきているものの、価格が通常より高
く、負担が大となっている。消費税による経営負担も大きい。従業員の給与、物価
等は社会の変化に応じなければならないのに、歯科保険点数は何十年と充分な対応
がなされていない。異常である。（60 代・歯科）
・収入は幸いあまり変わらないが、感染対策の物品等の支出がだんだんとこたえてき
ている。価格も高い。もしもコロナに感染してしまった時、その後の風評被害によ
り閉院に追い込まれないか、不安だ。そのあたりへの保証とかは無いものか？お教
え頂きたい。裁判とかに訴えても、結果患者さんが全く風評被害で来なくなってし
まっては、どうしようもない。（50 代）
・歯科における施設基準研修会が、長く行われないこと（50 代・歯科）
・感染防止対策はコロナの前からサラサイドで拭き上げていたので、大丈夫だったが
使い捨てエプロン、グローブ、マスクの高騰、患者さん用の手指消毒用エタノールジェ
ル、うがい薬等、今まで行っていなかった事や換気をするという事で窓を開けっぱ
なしにしているので、エアコンの電気代が嵩んだり、収入があまり上がらない状態で、
出費が確実に増えている現状を鑑みると経営的には厳しくなっている。あとオペ用
滅菌ガウンが全く入手できず、インプラントオペを延期している。（50 代・歯科）
・スタッフ募集出してもなかなか来ないのは、医療従事者へのコロナ罹患リスクが高
いと思われているせいではないかと感じる。（60 代）
・テレビの流言で、受診すると歯医者に迷惑がかかると思って受診を控えていたとい
う方が数名いらっしゃった。また、医院自体が開いていないと思っていた方も数名
いた。（40 代）
・オンライン診療を厚生局に届け出たが、通らなかった。離島にお住いの方も患者様
のなかでいらっしゃるので、できるようになると良いと思う。（20 ～ 30 代・歯科）

鹿 児 島 保 険 医 新 聞
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「
ぜ
ひ
相
談
に
乗
っ
て
い

た
だ
き
た
く
て
…
…
」

　

受
話
器
の
向
こ
う
で
こ
う

切
り
出
し
た
相
手
は
、
近
県

で
調
剤
薬
局
を
営
む
女
性
薬

剤
師
の
Ｍ
氏
。
最
初
に
相
談

し
た
Ｔ
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院
長

か
ら
私
の
こ
と
を
聞
い
て
、

電
話
を
か
け
て
き
た
と
の
こ

と
だ
っ
た
。　
　
　
　
　

   

Ｔ
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
か
か
り

つ
け
医
と
す
る
20
代
の
女
性

Ａ
子
が
、
Ｍ
氏
の
勤
め
る

薬
局
を
初
め
て
訪
れ
た
の

は
、
２
日
前
の
昼
過
ぎ
の
こ

と
。
受
診
の
帰
り
道
で
、
ク

リ
ニ
ッ
ク
か
ら
は
ス
テ
ロ
イ

ド
吸
入
剤
が
処
方
さ
れ
て
い

た
。

　

Ａ
子
は
と
て
も
急
い
で
い

る
よ
う
で
、
薬
局
に
着
く
な

り
「
早
く
し
て
く
れ
」
と
せ

か
し
て
き
た
。
Ｍ
氏
は
そ
の

要
請
を
あ
る
程
度
聞
き
つ
つ

も
、
ひ
と
通
り
の
服
薬
指
導

を
す
る
と
と
も
に
、
使
用
上

の
注
意
を
記
し
た
薬
剤
情
報

提
供
文
書
も
手
渡
し
た
。
た

だ
、
Ａ
子
は
そ
の
間
、
時
間

ば
か
り
気
に
し
て
お
り
、
い

ら
立
つ
そ
ぶ
り
を
隠
そ
う
と

し
な
か
っ
た
。

　

Ｍ
氏
は
、
Ａ
子
が
ち
ゃ
ん

と
話
を
理
解
し
て
く
れ
た

か
、
気
が
か
り
だ
っ
た
。

　
「
Ａ
子
に
せ
か
さ
れ
る
あ

ま
り
、
説
明
が
不
十
分
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
特
に
薬

を
吸
入
し
た
あ
と
の
、
う
が

い
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
伝

え
足
り
な
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
」

　

Ｍ
氏
は
不
安
に
な
り
、
翌

朝
、
Ａ
子
の
自
宅
に
電
話
を

入
れ
て
み
た
。
す
る
と
、
電

話
に
出
た
の
は
Ａ
子
の
義
理

の
父
親
で
、
Ａ
子
は
留
守

だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
Ｍ
氏
は
こ
の
義
父

に
、「
Ａ
子
さ
ん
へ
の
服
薬

指
導
が
十
分
で
な
か
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
薬
の

吸
入
後
は
し
っ
か
り
う
が
い

を
す
る
よ
う
伝
え
て
く
だ
さ

い
」と
頼
ん
だ
。
さ
ら
に「
う

が
い
が
不
十
分
だ
と
、
の
ど

が
ひ
り
ひ
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
」
と
付
け
加
え

た
。こ
れ
に
対
し
義
父
は「
わ

か
り
ま
し
た
。
で
は
伝
え
て

お
き
ま
す
」
と
応
じ
た
。

　

そ
れ
か
ら
１
時
間
ぐ
ら
い

が
経
過
し
た
こ
ろ
、
義
父
か

ら
薬
局
に
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
。
声
の
調
子
は
先
ほ
ど

と
は
打
っ
て
変
わ
り
、
一
気

に
ま
く
し
立
て
て
き
た
。

　
「
さ
っ
き
は
こ
っ
ち
も『
わ

か
っ
た
』
な
ん
て
言
っ
た
け

ど
、
そ
う
い
え
ば
嫁
の
Ａ
子

は
昨
晩
ず
っ
と
泣
い
て
い
た

ぞ
。
き
っ
と
、
の
ど
の
調
子

が
悪
か
っ
た
ん
や
。
こ
れ

は
お
た
く
の
責
任
や
ろ
。
薬

の
影
響
を
診
て
も
ら
う
た
め

に
病
院
に
か
か
ら
ん
と
い
か

ん
し
、
そ
の
治
療
費
と
し
て

５
０
０
０
円
ぐ
ら
い
払
っ
て

も
ら
わ
ん
と
」

　

あ
ま
り
の
変
節
ぶ
り
に
Ｍ

氏
は
驚
く
ば
か
り
で
、
思
わ

ず
「
わ
か
り
ま
し
た
」
と
答

え
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
、
こ

の
先
ど
う
な
る
の
か
心
配
に

な
り
、
処
方
せ
ん
を
発
行
し

た
Ｔ
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
電
話
を

入
れ
、
そ
の
あ
と
で
私
に
相

談
の
電
話
を
か
け
て
き
た
。

■
警
察
、
ビ
ル
管
理
会
社
と

タ
ッ
グ
を
組
む 

　

義
父
の
脅
し
に
対
し
て
Ｍ

氏
は
「
わ
か
り
ま
し
た
」
と

返
答
し
た
が
、
私
の
判
断
で

は
ま
だ
十
分
間
に
合
う
は
ず

だ
っ
た
。
早
速
、
次
の
よ
う

に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。 

　

義
父
に
は
こ
の
あ
と
す
ぐ

に
電
話
を
入
れ
、「
治
療
費

に
関
し
て
は
、
実
際
に
医
療

機
関
を
受
診
し
た
あ
と
で 

領
収
書
を
提
示
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
支
払
い
ま
す
」
と
伝

え
て
み
て
ほ
し
い
。 

　

私
が
こ
う
助
言
し
た
の

は
、
経
験
上
、
こ
の
手
の
脅

し
は
は
っ
た
り
で
あ
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
、
わ
ざ
わ
ざ

医
療
機
関
を
受
診
し
な
い
だ

ろ
う
と
い
う
確
信
が
あ
っ
た

か
ら
だ
。
私
の
読
み
で
は
、

次
の
よ
う
な
展
開
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
た
。

　

薬
局
か
ら
の
申
し
出
に
相

手
は
必
ず
逆
ギ
レ
す
る
。
そ

し
て
、
い
か
に
被
害
が
大
き

か
っ
た
か
を
語
り
始
め
、「
も

し
大
事
に
な
っ
た
ら
責
任
を

取
れ
る
の
か
」
な
ど
と
暗
に

金
銭
を
要
求
し
て
く
る
。
そ

の
場
合
に
ど
う
対
応
す
る
か

は
、
相
手
の
出
方
次
第
で
変

わ
っ
て
く
る
。私
は
Ｍ
氏
に
、

「
義
父
に
電
話
を
入
れ
た
ら
、

再
度
連
絡
を
欲
し
い
」
と
だ

け
告
げ
て
お
い
た
。 

　

10
分
も
し
な
い
う
ち
に
Ｍ

氏
か
ら
再
び
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
。
義
父
に
連
絡
を
入

れ
た
と
こ
ろ
、
相
手
は
案

の
定
、「
あ
ん
た
の
せ
い
で

治
療
費
が
１
０
０
万
円
や

２
０
０
万
円
に
な
っ
て
も
知

ら
ん
ぞ
。
そ
の
時
は
払
う
ん

だ
な
。
タ
方
そ
っ
ち
に
行
く

か
ら
待
っ
と
け
」
と
言
っ
て

き
た
。
そ
の
報
告
を
受
け
た

私
は
、
次
の
よ
う
に
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
。

　

相
手
が
本
当
に
薬
局
に
乗

り
込
ん
で
く
る
か
は
わ
か
ら

な
い
が
、
そ
れ
に
備
え
て
警

察
と
、
薬
局
が
入
っ
て
い
る

ビ
ル
の
管
理
会
社
に
相
談
に

行
く
こ
と
。
こ
れ
ま
で
の
経

緯
を
話
し
、
義
父
が
来
る
か

も
し
れ
な
い
タ
刻
に
、
偶
然

を
装
っ
て
薬
局
の
見
回
り
に

来
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。 

　

後
日
も
ら
っ
た
電
話
に
よ

る
と
、
こ
の
ア
ド
バ
イ
ス
の

効
果
は
て
き
め
ん
だ
っ
た
。

義
父
は
予
告
通
り
、
そ
の
日

の
タ
方
に
薬
局
に
乗
り
込
ん

で
来
た
。
病
院
の
領
収
書
な

ど
持
っ
て
い
る
は
ず
も
な

く
、
最
初
は
ね
ち
ね
ち
と
薬

局
を
責
め
立
て
、
次
第
に
大

声
を
張
り
上
げ
、
Ｍ
氏
を
威

嚇
し
始
め
た
。 

　

そ
ん
な
折
、
警
察
官
と

ガ
ー
ド
マ
ン
が
３
分
ほ
ど
の

時
間
差
で
到
着
。
す
る
と
義

父
は
途
端
に
う
ろ
た
え
た
様

子
を
見
せ
、
小
声
で
「
領
収

書
を
も
ら
っ
て
き
た
ら
、
払

う
ん
だ
な
」
と
捨
て
ぜ
り
ふ

を
吐
く
と
、
そ
そ
く
さ
と
立

ち
去
っ
た
。
そ
の
後
は
現
れ

て
い
な
い
。 

■
相
手
は
自
分
を
大
き
く
見

せ
よ
う
と
す
る 

　

患
者
の
義
父
は
、
突
如
キ

レ
て
言
い
が
か
り
を
つ
け

る
、
モ
ン
ス
タ
ー
タ
イ
プ
の

人
間
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
患
者
を
気
遣
っ
た
薬
剤

師
が
善
意
で
電
話
を
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
ん
な
仕

打
ち
に
遭
う
と
は
ひ
ど
い
話

で
あ
る
が
、
こ
う
い
っ
た
タ

イ
プ
の
患
者
が
現
実
に
い

て
、
し
か
も
そ
の
数
は
増
え

て
い
る
。 

　

医
療
関
係
者
は
心
根
が
優

し
い
人
が
多
い
。
医
療
機
関

は
体
も
心
も
弱
っ
た
患
者
が

集
ま
っ
て
く
る
場
所
な
の

で
、
職
業
柄
そ
う
い
う
性
質

が
合
っ
て
い
る
の
だ
が
、
最

近
で
は
、医
療
の
場
が
時
に
、

自
分
の
利
益
を
獲
得
す
る
た

め
の
「
交
渉
の
場
」
に
な
る

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
交

渉
相
手
は
、
常
に
自
分
を
大

き
く
見
せ
る
演
技
や
話
術
を

弄
し
て
く
る
の
で
、
医
療
界

と
い
う
狭
い
世
界
の
中
で
暮

ら
し
て
い
る
と
、
だ
ま
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。 

　

モ
ン
ス
タ
ー
ペ
イ
シ
ェ
ン

ト
対
策
の
１
つ
と
し
て
意
識

し
て
お
き
た
い
の
は
、
や
は

り
警
察
な
ど
と
の
連
携
体
制

だ
。
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
か

ら
で
は
な
く
、
普
段
か
ら
関

係
づ
く
り
を
進
め
て
お
く
と

い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立

つ
。
そ
の
こ
と
を
、
あ
ら
た

め
て
強
調
し
て
お
き
た
い
。

（
大
阪
府
保
険
医
協
会
事
務

局
次
長　
尾
上
康
彦
氏
執
筆

「
患
者
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す

る
『
技
術
』」（
日
経
Ｂ
Ｐ
社

発
行
）
よ
り
転
載
）

　

原
付
バ
イ
ク
を
運
転
中
に

タ
ク
シ
ー
と
の
交
通
事
故
で

救
急
搬
入
さ
れ
た
。
患
者
の

救
急
搬
入
時
に
は
外
来
で
婦

人
科
の
医
師
が
対
応
し
て
い

た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
か
ら
脳
神
経

外
科
医
師
と
と
も
に
当
該
医

師
が
担
当
し
た
。
Ｃ
Ｔ
検
査

の
結
果
、
腹
腔
内
出
血
を
認

め
緊
急
手
術
と
な
っ
た
が
、

翌
日
に
外
傷
性
脾
臓
損
傷
で

死
亡
し
た
。
な
お
、
後
日
、

タ
ク
シ
ー
運
転
手
は
弁
護
士

を
雇
う
経
済
的
余
裕
も
な

く
、
業
務
上
過
失
致
死
罪
が

適
用
さ
れ
刑
務
所
に
収
容
さ

れ
た
。

　

患
者
側
は
検
査
時
の
対
応

や
遅
れ
、
更
に
手
術
ミ
ス
に

対
し
て
、
証
拠
保
全
を
申
し

立
て
た
後
に
、
タ
ク
シ
ー
会

社
、
運
転
手
、
医
療
機
関
の

三
者
を
被
告
に
訴
訟
を
申
し

立
て
た
。

　

医
療
機
関
側
と
し
て
は
、

検
査
時
の
対
応
や
遅
れ
は
な

い
。
外
来
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｕ
ま
で

約
１
時
間
15
分
経
過
し
て
い

る
が
、
医
療
機
関
と
し
て
は

成
績
の
良
い
方
で
あ
る
。
更

に
手
術
に
関
し
て
も
医
学
的

に
反
論
で
き
る
と
し
て
医
療

過
誤
は
な
い
と
主
張
し
た
。

　

紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で

約
１
年
５
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　

外
来
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
入
る

ま
で
約
１
時
間
15
分
を
要
し

て
い
る
が
、
そ
の
間
の
デ
ー

タ
を
は
じ
め
、
カ
ル
テ
記
載

が
殆
ど
な
か
っ
た
。つ
ま
り
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
患
者
が
入
る
ま

で
、
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
て

い
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
適

切
な
医
療
を
搬
入
時
に
施
行

し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が

疑
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
患

者
は
脾
臓
損
傷
の
み
で
あ
っ

た
の
で
、
適
切
な
治
療
が
行

わ
れ
て
い
れ
ば
、
救
命
の
可

能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
医
療
過
誤
が

な
か
っ
た
と
主
張
す
る
こ
と

は
困
難
と
考
え
ら
れ
た
。

　

な
お
、
カ
ル
テ
は
電
子
化

さ
れ
て
い
る
が
、
極
め
て
確

認
し
難
く
、
入
力
時
間
が
医

療
行
為
時
間
と
誤
解
さ
れ
る

よ
う
な
形
式
に
な
っ
て
お

り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ

ト
の
改
善
が
求
め
ら
れ
た
。

〈
顛
末
〉

　

医
療
機
関
側
は
あ
く
ま
で

医
療
過
誤
は
な
い
と
主
張
し

続
け
た
が
、
裁
判
上
で
は
や

は
り
不
利
な
様
子
が
窺
わ

れ
、
最
終
的
に
は
裁
判
所
か

ら
和
解
が
勧
告
さ
れ
た
。

　

当
初
、
医
療
機
関
は
判

決
（
勝
訴
）
を
望
ん
で
い
た

が
、
和
解
勧
告
額
が
訴
額
の

１
割
以
下
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
最
終
的
に
は
和
解
に
応

じ
た
。

　

な
お
、
タ
ク
シ
ー
会
社
は

自
賠
責
保
険
か
ら
す
で
に
賠

償
し
て
お
り
、
運
転
手
は
刑

事
罰
を
受
け
た
こ
と
も
あ

り
、
和
解
金
は
医
療
機
関
の

み
が
支
払
う
結
果
と
な
っ

た
。

（
京
都
保
険
医
新
聞
よ
り
転

載
し
て
お
り
ま
す
）

ト
ラ
ブ
ル
事
件
簿

突
如
キ
レ
た
患
者
の
義
父

○20

医
師
が
選
ん
だ
医
事
紛
争
事
例
㉓

（
50
歳
代
後
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

味めぐり
交
通
事
故
で
の
救
急

医
療
の
水
準
が
問
わ

れ
た
ケ
ー
ス
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①� �支払基金等、保険者、被保険者等から診療内容又は診療報酬の請求に関する情報の提供があり、都道府
県個別指導が必要と認められた保険医療機関等

②� �個別指導の結果、第 7 の1 の⑵に掲げる措置が「再指導」であった保険医療機関等又は「経過観察」であっ
て、改善が認められない保険医療機関等

③ 監査の結果、戒告又は注意を受けた保険医療機関等
④� �集団的個別指導の結果、指導対象となった大部分の診療報酬明細書について、適正を欠くものが認めら
れた保険医療機関等

⑤ �集団的個別指導を受けた保険医療機関等のうち、翌年度の実績においても、なお高点数保険医療機関
等に該当するもの ( ただし、集団的個別指導を受けた後、個別指導の選定基準のいずれかに該当するも
のとして個別指導を受けたものについては、この限りでない。)

⑥ 正当な理由がなく集団的個別指導を拒否した保険医療機関等
⑦ その他特に都道府県個別指導が必要と認められる保険医療機関等

県
は
、
２
０
２
０
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
の

う
ち
、
P
C
R
検
査
器
を
計
12
台
（
県
立
５
病
院

（
鹿
屋
、
大
島
、
薩
南
、
北
薩
、
姶
良
）
に
各
１
台

配
置
）
を
購
入
す
る
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
備
え
た
医
療
体
制
整
備
の
関
連
費
用

に
27
億
１
千
３
百
万
円
を
盛
り
込
ん
だ
。
１
日
の

検
査
可
能
人
数
は
、
現
在
の
１
２
７
人
か
ら
倍
増

の
２
７
９
人
と
な
る
。

平
成
30
年
度
介
護
保
険
事
業
状
況
報
告
（
年
報
）

に
よ
る
と
、
介
護
保
険
特
別
会
計
は
前
年
度
よ
り

２
０
０
億
円
増
え
て
１
６
５
８
億
円
の
黒
字
と

な
っ
た
。
被
保
険
者
数
や
保
険
料
が
増
加
す
る
一

方
、
総
合
事
業
へ
の
移
行
に
よ
り
、
保
険
給
付
費

が
低
く
抑
え
ら
れ
た
こ
と
が
寄
与
し
た
。

国
民
健
康
保
険
の
２
０
１
８
年
度
の
実
質
的
な
収

支
が
、
比
較
可
能
な
１
９
９
８
年
以
降
、
初
め
て

黒
字
と
な
っ
た
。
前
年
度
か
ら
６
６
４
億
円
改
善

し
全
国
の
都
道
府
県
で
２
１
５
億
円
の
黒
字
。
県

は
、
単
年
度
収
支
10
億
８
千
５
百
万
円
の
黒
字
と

な
っ
た
が
、
国
へ
の
返
還
金
な
ど
に
よ
り
実
質
的

に
は
17
億
５
百
万
円
の
赤
字
と
な
っ
た
。

平
成
30
年
度
地
域
保
健
・
健
康
増
進
事
業
報
告
の

概
況
に
よ
る
と
、
歯
周
疾
患
検
診
は
、
全
国
市
区

町
村
１
７
３
７
の
う
ち
、
１
２
６
１
が
実
施
（
実

施
率
72
・
６
%
）
し
、
受
診
者
35
万
６
３
３
人
の
う

ち
、
67
・
９
％
に
当
た
る
23
万
８
０
８
６
人
が
「
要

精
検
者
」
だ
っ
た
。

６
/

18

７
/

10

７
/

23

７
/

28

厚
労
省
は
、
３
年
に
１
度
策
定
す
る
介
護
保
険
事

業
計
画
を
巡
り
、
国
の
基
本
指
針
を
改
正
し
、
施

設
職
員
の
研
修
や
マ
ス
ク
、
消
毒
液
な
ど
の
備
蓄

を
求
め
る
な
ど
初
め
て
感
染
症
や
災
害
へ
の
対
策

を
盛
り
込
む
こ
と
を
決
め
た
。

長
野
県
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
、
入
所
者
の

女
性
に
ド
ー
ナ
ツ
を
与
え
て
窒
息
死
さ
せ
た
と
し

て
、
業
務
上
過
失
致
死
の
罪
に
問
わ
れ
た
准
看
護

師
の
控
訴
審
判
決
で
、
東
京
高
裁
は
、
長
野
地
裁

松
本
支
部
判
決
を
破
棄
し
、
無
罪
を
言
い
渡
し
た
。

8
/

11
に
東
京
高
検
が
上
告
し
な
い
と
発
表
し
、

無
罪
が
確
定
し
た
。

厚
労
省
の
調
査
結
果
で
、
勤
務
医
の
残
業
時
間
の

上
位
10
％
は
年
間
平
均
で
１
８
２
４
時
間
に
の

ぼ
っ
た
。
前
回
２
０
１
６
年
調
査
の
１
９
０
４
時

間
か
ら
80
時
間
減
少
し
た
。
一
般
的
な
労
働
者
の

残
業
時
間
の
上
限
の
２
倍
と
な
る
年
１
９
２
０
時

間
を
超
え
た
割
合
は
、
前
回
調
査
か
ら
１
・
２
ポ
イ

ン
ト
減
の
８
・
５
％
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
よ
り
規
制
緩
和
さ

れ
た
も
の
の
、
遠
隔
診
療
を
導
入
し
た
医
療
機
関

は
全
体
の
15
％
、
初
診
対
応
は
６
％
と
厚
労
省
が

公
表
し
た
。
18
年
７
月
時
点
で
は
、
全
体
の
１
％

程
度
。

７
/

28

７
/

29

８
/
１

８
/
７

マ
ス
コ
ミ
医
療
点
描（
６
/
11
〜
８
/
10
）

　

コ
ロ
ナ
旋
風
巻
き
起
こ
る

昨
今
、
４
人
の
学
生
の
患

者
さ
ん
が
「
コ
ロ
ナ
に
よ
る

留
学
待
ち
」
の
状
況
。
留

学
先
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
は

決
ま
っ
て
い
る
も
の
の
自
宅

待
機
を
言
い
渡
さ
れ
て
い
る

と
。
他
に
も
、
県
外
の
大
学

に
入
学
後
、
同
級
生
と
は

画
面
を
通
じ
て
会
っ
た
の
み

で
、
お
そ
ら
く
年
内
は
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
か
も
と
、
実
家

暮
ら
し
を
続
け
る
学
生
も
。

前
代
未
聞
の
、
先
の
見
え
な

い
環
境
下
に
置
か
れ
ど
ん
な

に
か
ス
ト
レ
ス
フ
ル
だ
ろ
う

と
こ
ち
ら
も
辛
く
な
る
思
い

だ
。
ふ
と
、
自
分
の
学
生
時

代
を
振
り
返
っ
て
み
る
。
浪

人
時
代
を
経
て
よ
う
や
く
大

学
に
入
学
し
た
も
の
の
、
周

囲
よ
り
少
し
年
上
と
い
う
コ

ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
抱
き
つ
つ

サ
ー
ク
ル
に
片
足
突
っ
込
み

な
が
ら
も
心
底
馴
染
め
ず
、

家
庭
教
師
や
塾
講
師
の
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
て
授
業
以
外

の
時
間
を
な
ん
と
な
く
過
ご

し
て
い
た
。
あ
る
日
キ
ャ
ン

パ
ス
の
掲
示
板
で
目
に
し
た

某
テ
レ
ビ
局
の
カ
メ
ラ
マ
ン

ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
求
人
。
他

の
バ
イ
ト
よ
り
時
給
は
半

分
以
下
だ
っ
た
が
、
新
し
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
く

応
募
。
晴
れ
て
テ
レ
ビ
カ
メ

ラ
の
脚
持
ち
請
負
人
と
な
っ

た
。
ニ
ュ
ー
ス
の
取
材
・
撮

「懐かしきモラトリアム時代」
有村スローン和子（ありむら すろーん かずこ）

おご
じょカフェ

24

影
の
た
め
、
鹿
児
島
市
内

は
も
と
よ
り
時
に
は
飛
行

機
に
乗
り
離
島
へ
も
随
行
し

た
。
奄
美
大
島
の
日
本
返
還

50
周
年
式
典
、
当
時
の
皇
太

子
・
雅
子
さ
ま
ご
夫
妻
の
屋

久
島
訪
問
、
種
子
島
で
の
H

２
A
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
、
他
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
・
コ
ン

サ
ー
ト
。
お
金
を
頂
き
な
が

ら
４
年
間
、
濃
密
で
新
鮮
な

体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
お
金
で
さ
ら
な
る
未
知

の
開
拓
を
名
目
に
、
ア
メ
リ

カ
大
陸
を
車
で
横
断
し
時

に
は
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と
な

り
北
は
ア
ラ
ス
カ
か
ら
南
は

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ま
で
数

十
カ
国
を
旅
し
た
。
も
っ
と

2005 年　　 鹿児島大学医学部卒業
　　　　　　藤沢市民病院にて初期研修後、
　　　　　　横浜市大形成外科入局
2019 年　　  アリス形成外科クリニック開院

　

毎
年
、
県
内
の
診
療
科
別

平
均
点
数
、
指
導
日
程
等
を

会
員
の
先
生
方
へ
お
送
り
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
も
あ
り
、
九
州
厚

生
局
か
ら
の
情
報
の
開
示
が

遅
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ

の
度
、
開
示
さ
れ
ま
し
た
の

で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

九
州
厚
生
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
九
州
各
県

毎
の
診
療
科
別
平
均
点
数
一

覧
表
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、

２
０
２
０
年
度
の
平
均
点
数

は
、
２
０
１
９
年
４
月
～
９

月
分
の
医
療
保
険
デ
ー
タ
を

用
い
て
算
出
さ
れ
ま
す
。
現

在
は
、
自
院
の
平
均
点
数
を

鹿
児
島
事
務
所
に
照
会
し
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ご
活
用
さ
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
７
月
２
日
に
、
厚

労
省
保
険
局
医
療
課
医
療
指

導
監
査
室
は
、
地
方
厚
生
局

（
支
）
局
医
療
課
宛
に
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
事
態
宣
言
解
除
に
伴
う
指

導
・
監
査
等
の
取
扱
い
に
つ

い
て
」
の
事
務
連
絡
を
発
出

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
、
今
年
度
の

集
団
的
個
別
指
導
、
適
時
調

査
に
つ
い
て
は
中
止
と
し
て

い
ま
す
。
一
方
、個
別
指
導
は
、

実
施
す
る
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

九
州
厚
生
局
鹿
児
島
事
務

所
も
、
今
年
度
の
集
団
的
個

別
指
導
、
適
時
調
査
は
、
中

止
と
の
こ
と
で
す
が
、
個
別

指
導
等
の
詳
細
な
開
始
時
期

に
つ
い
て
は
、
未
定
で
す
が
、

個
別
指
導
に
お
い
て
は
10
月

以
降
に
な
る
よ
う
で
す
。
別

途
、
分
か
り
次
第
ご
案
内
し

ま
す
。　
　
　
　
　

  （
福
元
）

2020年度診療科別平均点数、個別指導選定数

個別指導選定理由 〈指導大綱第4の4〉

2020年度診療科別平均点数、
指導の取扱い

（　　）内は前年度 個別指導
選定件数 選定理由

2020年度診療科別平均点数、個別指導選定数
（）内は前年度 個別指導選定件数

51,777（50,352）
36,351（36,273）
69,554（68,451） なし

人工透析有① 6,877（6,390）
①以外その他 1,276（1,245）
①以外在宅 1,572（1,541）

1,191（1,149）
854   （755）

1,557（1,569）
2,222（2,528）

564   （562） なし
889（1,254）
965   （955） なし
993   （934）
711   （713）

1,159（1,186）

① 支払基金等、保険者、被保険者等から診療内容又は診療報酬の請求に関する情報の提供があり、都道府県個別指導が必要と認められた保険医療機関等

② 個別指導の結果、第7 の1 の⑵に掲げる措置が「再指導」であった保険医療機関等又は「経過観察」であって、改善が認められない保険医療機関等

③ 監査の結果、戒告又は注意を受けた保険医療機関等

④ 集団的個別指導の結果、指導対象となった大部分の診療報酬明細書について、適正を欠くものが認められた保険医療機関等

⑤ 集団的個別指導を受けた保険医療機関等のうち、翌年度の実績においても、なお高点数保険医療機関等に該当するもの( ただし、集団的個別指導を受けた

後、個別指導の選定基準のいずれかに該当するものとして個別指導を受けたものについては、この限りでない。)

⑥ 正当な理由がなく集団的個別指導を拒否した保険医療機関等

⑦ その他特に都道府県個別指導が必要と認められる保険医療機関等

精神・神経
小児科
外科

歯  科

病
　
院

個別指導選定理由< 指導大綱第4 の4 〉

整形外科
皮膚科

泌尿器科
産婦人科

眼科
耳鼻咽喉科

一般
精神

研修・大学・特定機能

診
療
所

内

科

選定理由
②4件　⑤7件
②1件　⑤1件

⑤2件
①1件　⑤9件
②2件　⑤8件
⑤1件
⑤1件
②1件　⑤2件
⑤2件

⑤1件

⑤3件
⑤2件
①1件　②5件　⑤27件

① 支払基金等、保険者、被保険者等から診療内容又は診療報酬の請求に関する情報の提供があり、都道府県個別指導が必要と認められた保険医療機関等

② 個別指導の結果、第7 の1 の⑵に掲げる措置が「再指導」であった保険医療機関等又は「経過観察」であって、改善が認められない保険医療機関等

④ 集団的個別指導の結果、指導対象となった大部分の診療報酬明細書について、適正を欠くものが認められた保険医療機関等

⑤ 集団的個別指導を受けた保険医療機関等のうち、翌年度の実績においても、なお高点数保険医療機関等に該当するもの( ただし、集団的個別指導を受けた

後、個別指導の選定基準のいずれかに該当するものとして個別指導を受けたものについては、この限りでない。)

⑦ その他特に都道府県個別指導が必要と認められる保険医療機関等

（１）指定時、更新時及び保険医等集団指導  ： 実施する
　     が、資料を配付した場合も実施したものとみなす。

（２）集団的個別指導  ：中止する。
（３）個別指導  ：実施する。ただし、病院に対しては緊
　    急を要する場合のみとし、実施する場合も病院外
　    で 行う。

（４）監査  ：実施する。ただし、病院に対しては緊急を
　    要する場合のみとし、実施する場合も病院外で行う。

（５）適時調査 ：中止する。ただし、緊急を要する場合
　     は、病院外で実施する。
「新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言解除に伴う指導・監査等の取扱いについて」より

医
学
の
勉
強
も
す
べ
き
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
や

は
り
あ
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
時

代
の
経
験
は
血
と
な
り
肉
と

な
り
、
私
の
礎
と
化
し
て
く

れ
た
と
確
信
し
て
い
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
外
出
自
粛
や
活

動
自
粛
を
強
い
ら
れ
る
今
の

若
者
を
見
る
に
つ
け
、
自
分

も
親
に
な
っ
た
今
、
心
が
ズ

ン
と
痛
む
の
だ
と
思
う
。
１

日
も
早
い
社
会
の
正
常
化
を

切
に
願
う
。
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厚
労
省
は
、
３
年
に
１
度
策
定
す
る
介
護
保
険
事

業
計
画
を
巡
り
、
国
の
基
本
指
針
を
改
正
し
、
施

設
職
員
の
研
修
や
マ
ス
ク
、
消
毒
液
な
ど
の
備
蓄

を
求
め
る
な
ど
初
め
て
感
染
症
や
災
害
へ
の
対
策

を
盛
り
込
む
こ
と
を
決
め
た
。

長
野
県
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
、
入
所
者
の

女
性
に
ド
ー
ナ
ツ
を
与
え
て
窒
息
死
さ
せ
た
と
し

て
、
業
務
上
過
失
致
死
の
罪
に
問
わ
れ
た
准
看
護

師
の
控
訴
審
判
決
で
、
東
京
高
裁
は
、
長
野
地
裁

松
本
支
部
判
決
を
破
棄
し
、
無
罪
を
言
い
渡
し
た
。

8
/

11
に
東
京
高
検
が
上
告
し
な
い
と
発
表
し
、

無
罪
が
確
定
し
た
。

厚
労
省
の
調
査
結
果
で
、
勤
務
医
の
残
業
時
間
の

上
位
10
％
は
年
間
平
均
で
１
８
２
４
時
間
に
の

ぼ
っ
た
。
前
回
２
０
１
６
年
調
査
の
１
９
０
４
時

間
か
ら
80
時
間
減
少
し
た
。
一
般
的
な
労
働
者
の

残
業
時
間
の
上
限
の
２
倍
と
な
る
年
１
９
２
０
時

間
を
超
え
た
割
合
は
、
前
回
調
査
か
ら
１
・
２
ポ
イ

ン
ト
減
の
８
・
５
％
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
よ
り
規
制
緩
和
さ

れ
た
も
の
の
、
遠
隔
診
療
を
導
入
し
た
医
療
機
関

は
全
体
の
15
％
、
初
診
対
応
は
６
％
と
厚
労
省
が

公
表
し
た
。
18
年
７
月
時
点
で
は
、
全
体
の
１
％

程
度
。

７
/

28

７
/

29

８
/
１

８
/
７



鹿 児 島 保 険 医 新 聞
KAGOSHIMAKEN  HOKENI  KYOUKAIKAGOSHIMAKEN  HOKENI  KYOUKAI

KAGOSHIMAKEN  HOKENI  KYOUKAIKAGOSHIMAKEN  HOKENI  KYOUKAI

2020 年９月 15 日   第 237 号

戻
っ
て
か
ら
は
ご
無
沙
汰

だ
っ
た
。
し
か
し
、
ご
子

息
の
自
転
車
購
入
を
き
っ

か
け
に
、
ご
自
身
も
ロ
ー

ド
バ
イ
ク
を
新
た
に
購
入

さ
れ
、
今
で
は
日
曜
日
の

天
気
が
気
に
な
る
よ
う

に
。
ハ
マ
り
具
合
は
袖
口

の
日
焼
け
の
跡
が
物
語

る
。

　

今
回
話
を
お
聞
き
し

て
、
仕
事
も
趣
味
も
真
摯

に
向
き
合
う
先
生
の
姿
が

印
象
的
だ
っ
た
。
先
生
の

人
柄
に
安
心
し
て
身
を
委

ね
、
治
療
を
受
け
る
患
者

さ
ん
の
様
子
が
目
に
浮
か

ぶ
。                       （
元
）

第154回

「伊佐米膳」

大口グリーンホテル
住所：伊佐市大口里 479-1
電話：0995-22-7211

奈加夢羅（なかむら）
住所：伊佐市大口山野 1920
電話：0995-29-3036

食べ遊び　ふる澤
住所：伊佐市大口里 765-1
電話：0995-22-4954

沖田黒豚牧場　牧場民宿レストラン
　　　　　　　　　　　　  和 - のどか -
住所：伊佐市大口田代 1558-66
電話：0995-28-2098

コンテナビレッジ 268
住所：伊佐市菱刈前目 675-2
電話：070-4753-6921

※詳しくは伊佐市ホームページ等でご確認
下さい。

　昨年、食で観光を盛り上げようと観光向けの新しいメニューの開発が伊佐市
の飲食店の仲間で始まり、テーマを何にするかで議論し、「伊佐と言ったらお米
でしょ！」という事で「伊佐米膳」が誕生したそうです。
　伊佐米膳とは、まず「①伊佐米を炊きたてで提供する」こと。「②伊佐の新鮮
な食材を９つ以上使って伊佐米をよりおいしく食べさせるご飯のお供のおかずを
お店独自で開発する」こと。また、伊佐市菱刈は、世界一の金鉱山を有してい
ることから贅沢なことに料理に「③金粉をあしらう」ことです。伊佐米膳は、下
記 5 店舗の飲食店で取り扱っていますので食べ比べをするのも面白いと思いま
す。
　そろそろ新米の季節です。炊きたての伊佐米は格別です。伊佐市にお立寄り
の際には、是非ご利用下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事　有川　公仁　

　　　　　　　　　　　　

さつま狂句

味めぐり

KAGOSHIMAKEN  HOKENI  KYOUKAI

KAGOSHIMAKEN  HOKENI  KYOUKAI

（6）

金ゼ
ン
ア
マ余

い
　
使ツ

こ
道ミ

ッ

も
無ナ

か
　
玉タ

マ

ん
輿コ

シ

大デ

事シ

な
会カ

イ

　
余ヨ

計ケ

な
事コ

ツ

言ユ

で
　
首ク

ッ

が
飛ト

っ

卑イ
ヤ

し
奴ゴ

ロ

　
余ア

マ

ゆ
ば
食タ

も
っ
　
下

デ
ハ
ク
ラ
ン痢

字ジ

余ア
マ

い
で
　
狂キ

ョ
ウ
ク句

い
な
ら
じ
　
頭ズ

を
捻ヒ

ネ

っ

余ヨ
メ
イ命

ど
ま
　
い
け
ん
か
な
っ
ち
　
飲ノ

ん
回サ

ル

っ

姶良市  希望ヶ丘病院　 大久保　直義

余ア

マ

っ

落
ち
着
い
た
待
合
室
で
、

B
G
M
と
共
に
ゆ
っ
く
り

と
過
ご
せ
る
の
で
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
。
中
央
ビ
ル

は
電
車
通
り
沿
い
に
あ
る

の
に
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
は

思
い
の
ほ
か
静
か
で
街
の

喧
騒
は
気
に
な
ら
な
い
。

「
診
療
室
に
入
っ
た
ら
、

患
者
さ
ん
に
対
し
て
で
き

る
治
療
の
全
て
を
つ
く
し

た
い
。
診
療
室
に
入
る
前

の
待
合
室
は
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
よ
う
に
歯
科
医

院
で
は
な
い
よ
う
な
雰
囲

気
に
し
た
か
っ
た
」
と
話

さ
れ
る
。
全
て
は
患
者
さ

ん
の
喜
び
に
通
じ
て
い

る
。

　

先
生
は
鹿
児
島
市
の
ご

出
身
。
歯
科
医
師
を
志
し

た
き
っ
か
け
は
、
や
は
り

歯
科
医
院
を
開
業
さ
れ
て

い
た
お
父
様
の
正
博
先
生

の
影
響
が
大
き
い
。
お
父

様
か
ら
は
何
も
言
わ
れ
な

全
て
は
患
者
さ
ん
の
喜
び
に
つ
な
が
る
よ
う
に

　

鹿
児
島
は
平
年
よ
り
2

週
間
遅
い
梅
雨
明
け
後
、

晴
天
続
き
。
す
っ
き
り
と

晴
れ
た
８
月
の
上
旬
、
鹿

児
島
市
山
之
口
町
の
中
央

ビ
ル
で
ご
開
業
の
大
山
正

暢
先
生
を
取
材
し
た
。

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
着
い
て

待
合
室
で
待
っ
て
い
る

と
、
そ
っ
と
寄
り
添
う
よ

う
な
心
地
の
良
い
音
楽
に

包
ま
れ
る
。
天
井
に
据
え

ら
れ
て
い
る
ス
ピ
ー
カ
ー

は
、
サ
ト
リ
回
路
と
電
流

出
力
に
よ
る
別
次
元
の
音

で
国
内
外
の
愛
好
家
を
虜

に
す
る
熊
本
の
ブ
ラ
ン
ド

「
バ
ク
ー
ン
プ
ロ
ダ
ク

ツ
」
に
オ
ー
ダ
ー
し
た
も

の
だ
。
こ
れ
か
ら
治
療
を

受
け
る
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
、
不
安
は
付
き
物
。
カ

フ
ェ
を
思
わ
せ
る
明
る
く

か
っ
た
そ
う
だ
が
「
長
男

な
の
で
、
歯
科
医
師
に
な

る
も
の
と
思
っ
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
歯
科
医
師
に

な
っ
て
良
か
っ
た
。
」
と

笑
う
。

　

今
の
医
療
制
度
に
つ
い

て
お
聞
き
す
る
と
、
表
情

が
引
き
締
ま
る
。
「
国
の

方
針
に
従
っ
て
診
療
報
酬

が
改
定
さ
れ
る
訳
で
す
が

…
」
「
保
険
で
新
し
い
こ

と
が
導
入
さ
れ
て
も
、
施

設
基
準
で
過
度
に
し
ば
ら

れ
、
医
療
機
器
を
揃
え
る

必
要
が
あ
る
な
ど
、
実
際

の
運
用
が
難
し
い
と
感
じ

ま
す
。
あ
る
程
度
算
定
し

や
す
い
も
の
で
な
い
と
保

険
で
広
が
ら
な
い
し
、
ひ

い
て
は
患
者
さ
ん
の
為
に

も
な
ら
な
い
。
現
場
の
意

見
を
も
っ
と
吸
い
上
げ
た

上
で
進
め
る
べ
き
…
」

と
、
日
々
の
診
療
で
感
じ

て
い
る
保
険
診
療
の
も
ど

か
し
さ
を
話
さ
れ
る
。

　

ご
家
族
は
、
事
務
長
を

務
め
る
奥
様
と
、
中
３
と

小
５
の
ご
子
息
２
人
。
ご

長
男
は
高
校
受
験
を
控
え

将
来
の
進
路
も
あ
れ
こ
れ

と
考
え
る
時
期
で
も
あ
る

が
、
最
近
「
歯
科
医
師
に

な
り
た
い
」
と
ご
本
人
か

ら
言
わ
れ
た
そ
う
だ
。

「
継
い
で
も
ら
う
こ
と
は

考
え
て
な
か
っ
た
け
ど

…
」
「
や
っ
ぱ
り
嬉
し
い

か
な
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

せ
る
。

　

最
近
の
趣
味
は
、
ロ
ー

ド
バ
イ
ク
（
早
く
走
る
こ

と
に
特
化
さ
せ
た
自
転

車
）
。
鹿
屋
の
星
塚
敬
愛

園
に
お
勤
め
だ
っ
た
こ

ろ
、
鹿
屋
近
郊
を
走
ら
せ

て
い
た
が
、
鹿
児
島
市
に

中央ビル歯科クリニックの
会員訪問 189  おやっとさぁ

（鹿児島市山之口町）
大
オ オ

山
ヤ マ

 正
マ サ

暢
ノ ブ

  先生

《
編
集
後
記
》　
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
病
院
、
診
療
所
の
経
営

に
多
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
医
療
関
係
者
は
今
ま
で

に
も
増
し
て
、
感
染
予
防
に
力
を
注
い
で
い
る
。
そ
れ
で
も
患

者
さ
ん
の
不
安
が
消
え
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
医
療

関
係
者
に
対
し
て
差
別
的
な
発
言
や
対
応
も
あ
る
と
聞
く
。
他

人
と
の
会
話
に
も
気
を
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ

は
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
断
ち
切
っ
て
し
ま
う
。
人
は
一
人
で

は
生
き
て
い
け
な
い
。
他
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
だ
け
は
無
く

さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
K
・
T
）

〜書籍のご案内〜
歯科訪問診療・2020年改定対応 
―体制づくりから保険点数まで

ご注文は、日本歯科新聞社まで。
TEL09-3234-2475

◆訪問診療にかかわる包括的な情
報を網羅しているため、これから
始める先生から、より力を入れた
いと考えている先生まで、幅広く役
立つ書です。院内体制づくり、他
職種連携、患者アプローチ、使え
るアプリから、2020 年改定対応の
請求ルール、そして個別指導の注
意点まで、あらゆるノウハウが一冊
に詰まっています。

前田実男 著（一般社団法人 日本訪問歯科協会理事）
A5判/280p/定価（本体5,000円+税）

（6）

趣味のロードバイクでは登り坂が好き


